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1．はじめに
　国立研究開発法人科学技術振興機構（以下
JST）では，児童生徒の「理科離れ」が指摘さ
れていることから，科学技術イノベーション創
出のための次世代理数系人材の育成を目指し，
次世代の科学技術を担う子どもたちを継続的・
体系的に育成するプロジェクトの企画・実施を
行っている。「科学の甲子園」は，科学技術・
理科・数学・情報をテーマにした全国規模の大
会として，高校生を対象として平成 23 年度か
ら開催されている。また，中学生を対象とした
「科学の甲子園ジュニア」の全国大会は，平成

25 年度より開催され，両大会共に年々参加者
が拡大するなど，大きな進歩をとげている。
　筆者は，平成 29・30 年度埼玉県教育指導向
上推進教員養成研修教員として JSTにおいて
「科学の甲子園」及び「科学の甲子園ジュニア」
の運営事業を担当する理数学習推進部才能育成
グループで調査員という職名で研修をしてい
る。本報告では，「科学の甲子園」について紹
介し，全国の工業高校生が「科学の甲子園」全
国大会出場を目指してチャレンジする一助とな
れば幸いである。

2．「科学の甲子園」とは

科学の甲子園　工業高校からの出場を目指して
埼玉県立川口工業高等学校　主幹教諭　髙橋　勉
（国立研究開発法人科学技術振興機構　調査員）
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4．ビジネス情報科との連携について
　工業科と商業科を設置している学校として，
両科の学習内容を生かして協働するなど他校に
ない特色ある教育活動を計画している。互いの
素晴らしい部分である「ひとづくり」と「もの
づくり」を組み合わせながら，機械科では販売
を視野に入れてものづくりができる人材を，ビ
ジネス情報科では製造現場や加工方法を知った
上で商品の魅力をアピールできる人材を育成し
ていきたいと考えている。
　具体的には，3年生で設定している課題研究
では，学科の枠を越えて調査研究や課題解決学
習に取り組む予定である。校内には，3 D加工
機（3 Dプリンター，立体物に印刷できるプリ
ンター，レーザー加工機，小型 MC）を設置し
ている。カリキュラムの関係で今年度は，機械
工作部に所属している生徒が意欲的に学んだだ
けであるが，機械科の生徒は，2年時の実習シ
ョップ「造形実習」で操作方法を学ぶ。専用ア
プリケーションソフトの使用方法を習得すれば
ものづくりが可能となるので，ビジネス情報科
と機械科の生徒が主体的にアイデアを出し合う
ことを期待している。

　今年度は 1年生の相互授業見学を実施した。
1年生の時期に両科の生徒がお互いの学習内容
を知ることが，想像力豊かに協働して学習する
ためのスタート地点となることを期待している。

図8　3 D加工機の操作説明を聞く生徒

図10　エンジン実習を見学する商業科の生徒

図11　ビジネス基礎を見学する機械科の生徒

図9　地域のイベント出店の様子

5．おわりに
　本校は市立高等学校として地域に貢献し，活
性化に寄与しようとする人材を育成する使命が
ある。校名変更，機械科新設を機会に地域資源
をどのように教育資源にしていくか，という視
点で考えた取組が今回の報告内容である。今後
も，地域の様々な立場の方々と意見と情報を交
換し，地域の資源を活かしながら地域と生徒の
ための教育を展開していきたい。

　また，従来からビジネス情報科が取り組んで
いる地域のイベントへの出店や運営スタッフと
しての活動に機械科の生徒も参加し，見聞を広
める機会としたい。地域の特産物を活かした商
品開発，販売方法，ビジネスプラン，ツアープ
ランなどの商業的な視点を学ぶとともに，商品
を生徒が企画，デザイン，製造，販売まで行う
など活動の幅を広げていきたいと考えている。
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　「科学の甲子園」の特徴は，チーム戦で挑む
ことであり，チームは学校単位で高校 1年生と
2年生の 6人から 8人で編成される。競技は筆
記競技と実技競技を行い，各チームから競技ご
とにそれぞれ数名が参加し，問題を分担・相談
しながら協働でその成果を競う。筆記競技，実
技競技ともに，個人競技ではなく，チーム戦で
あるため，チームワークに優れたチームに上位
進出のチャンスがある。
　全国大会では，競技のほか各地の代表チーム
と交流できる様々なイベントも用意されてい
る。第 7回大会は平成 30 年 3 月 16 日（金）か
ら 19 日（月）まで埼玉県さいたま市のソニッ
クシティとサイデン化学アリーナ（さいたま市

3．「科学の甲子園」の競技内容について
　筆記競技は，理科・数学・情報の分野におい
て，習得した知識をもとにその活用について問
う問題である。教科・科目の枠を超えた分野融
合的な問題も出題され，チーム6人で取り組む。
　実技競技は，3人から 4人で取り組み，3競技
を実施する。その内容は，理科（物理・化学・
生物・地学）に関わる「実験とその結果を考察
する問題」の 2競技と科学技術を総合的に活用
し，ものづくり能力やコミュニケーション能力
等により課題を解決する力を競う「ものづくり
の問題」の 1競技で構成される。「ものづくり
の問題」は，事前に公開され試作や試行を行い，
準備をすることができる。知識だけではなく，
実験工作技術の習得・向上や情報収集などの事

表1　競技数，競技者数，配点比率及び競技時間

　「科学の甲子園」は，科学好きの高校生がチ
ーム戦で切磋琢磨する機会をつくることを目的
として，平成 23 年度に創設された。全国の科
学好きな高校生が集い，競い合い，活躍できる
場を構築することで，科学好きの裾野を広げる
とともに，理数系を学ぶ高校生のトップ層を伸
ばすことを目指している。「科学の甲子園」は，
高等学校等（中等教育学校後期課程，高等専門
学校を含む）の 1，2学年の生徒を対象として，
47 全ての都道府県で選考大会を実施し，代表
校を選んだ上で，47 チームが集結して全国大会
を行う。選考大会は各都道府県教育委員会が，
主体となって実施し，JSTは全国大会の運営を
行っている。選考大会の参加者は徐々に増えて
いき，今では 9,000 名以上の高校生が参加して
いる。

記念総合体育館）で開催された。過去最多とな
る 698 校・8725 名がエントリーした各都道府
県選考大会を経て，代表 47 校・361 名が全国
大会に参加した。なお，全国大会は一部を除い
て全て一般公開されている。
　https://koushien.jst.go.jp/koushien/

　第 8回大会は平成 31 年 3 月 15 日（金）から
18 日（月）まで埼玉県さいたま市のソニック
シティとサイデン化学アリーナ（さいたま市記
念総合体育館）で開催される。

図1　「科学の甲子園」関係図

図2　「第7回科学の甲子園全国大会」集合写真
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前準備が勝敗を左右する。
4．工業高校から全国大会出場を目指す
　「科学の甲子園」全国大会出場校は，各都道
府県を代表するいわゆる進学校が多く，工業高
校の全国大会出場は第 7回大会までない。高等
専門学校（高専）は，第 1回大会の特別枠の福
島高専と第 6，7回大会の仙台高専が全国大会
に出場し健闘した。
　全国大会に出場するためには都道府県の選考
大会に参加することが第一歩となる。JSTでは
選考大会での専門高校の参加についての調査は
これまで行っていないが，選考大会への視察等
で把握しているところでは，東京都，神奈川県，
栃木県，兵庫県，埼玉県内の工業高校生が参加
している。実技競技のみの参加や，参加した専
門高校の成績 1位を表彰するなど，専門高校か
らの参加を後押ししている教育委員会もある。
　ものづくりの実技競技問題は，工業高校生に
とって難しくはない。第 1回大会から昨年の第
7回大会までのものづくりの実技競技問題を表

3に示す。
　例えば，第 7回大会のものづくりの実技競技
問題「はばたけ！コバトン」は，競技人数 1チ
ーム 4名，競技時間 150 分のうち製作時間は，
60 分間である。内容は，用意されている材料
と工具を用いて，モーターで動く「羽ばたき機」
とワイヤレス給電を行う「受電コイル」を製作
し，機体をラインに吊ってタイムレースを行う。
予選レースは 30 m，決勝レースは 40 mのコー
スで，電源の電気二重層コンデンサにワイヤレ
ス給電を行う送電ゾーンを任意の場所に 2ヶ所
まで設置することができる。「羽ばたき機」は，
効率の良い翼を作り往復運動により空気をとら
え，推進力に変えてより速く進めること，電磁
誘導の知識から発電効率の良い「受電コイル」
を製作し，電源の電気二重層コンデンサに短時
間でチャージすることがポイントで，いずれも

表2　第1回〜第7回　科学の甲子園

表3　「科学の甲子園」ものづくりの実技競技問題

図3　第7回大会ものづくり実技競技問題

　　　「はばたけ！コバトン」
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工業高校生からすれば，難しいテーマではない。
　ものづくりの実技競技問題は，科学技術を総
合的に活用して，ものづくり能力やコミュニケ
ーション能力により課題を解決する競技であ
る。これは，ものづくりや創意工夫，課題解決
が得意な工業高校生にとっては有利である。ま
た，理科（物理・化学・生物・地学）の実技に
おける実験とその結果を考察する取組は，工業
高校の実習の授業では，日頃から行っているこ
とである。実技競技を重視している「科学の甲
子園」に工業高校生がチャレンジし，全国大会
に出場できるチャンスは十二分にある。
　「科学の甲子園」に出場している都道府県の
代表校は学力面に優れた高校が多く，工業高校
生にとって，筆記競技・理科の 2つの実技競技
への対応は容易ではないが，しかし，解答に必
要な知識や実験技術のヒント等が問題文で紹介
されている場合もあり，難問だから無理と，や
る前から諦めるのではなく，難しいことにチャ
レンジすることが大事であり，チャレンジした
ことや失敗を乗り越えた経験は必ず力になり，
後に大きな成果に繋がると確信する。なお，本
原稿を執筆中に工業科と水産科を擁する「徳島
県立科学技術高等学校」が専門高校として初め
て「第 8回科学の甲子園全国大会」に出場する
という情報が届いた。健闘を期待したい。

5．「科学の甲子園」からSTEM教育
　Science（ 科 学 ），Technology（ 技 術 ），
Engineering（工学），Mathematics（数学）を
統合した STEM教育を推進する動きが国際的
に加速している。これからの社会では重要な教
育であり，STEM教育を受けた STEM人材が
求められている。
　「科学の甲子園」は，理科・数学・情報の分
野において，習得した知識をもとにその活用や
教科・科目の枠を超えた分野融合的な筆記問題，
および実験や考察と科学技術を総合的に活用し
たものづくり能力やコミュニケーション能力等

により課題を解決するものづくりの問題であ
る。STEM教育の根底にあるものは，知識の習
得だけでなく，知識を活用して問題を解決する
能力や思考力・判断力・表現力などを育成し，
自分で学び，自分で理解していく能力を高める
ことができることである。また，STEM教育で
のものづくりは，自分で考えて作り，できあが
ったものを動かすまでが含まれる。「科学の甲
子園」のものづくり競技も同様に，自分で考え
組み立てから動かすまでの全工程を体験するこ
とにより，問題解決のための思考力や行動力な
ど様々な技術・能力を身に付けることができる。
　2020 年度から小学校では STEM教育のひと
つであるプログラミング教育が必修化される。
科学の知識や論理的思考など理数系学問はかつ
ての「読み書きそろばん」のように，STEM教
育を学んだ生徒が工業高校に入学してくる。さ
らに，テクノロジーの発展が目覚ましい社会の
中で，IOT・AIの時代を生き抜く能力を持つ人
材を育てるために，STEM教育は必要不可欠で
あり，工業高校は，その一翼を担う大きな存在
であることを認識してほしい。さらに取組のひ
とつである「科学の甲子園」全国大会出場を目
指したチャレンジは，STEM教育に繋がり，ひ
いては工業技術の発展に寄与できる STEM人
材の育成にも繋がるものと考える。

6．おわりに
　これからの工業高校は，地域のものづくり産
業の拠点のひとつとして，知識や技術・技能を
身に付けた「ものづくりのプロ」となる人材を
育成するとともに，質の高い工業教育を構築し，
科学の甲子園に出場しているトップ層の高校生
と切磋琢磨する「工業界のトップ層」となる中
核的専門人材を育成することも重要である。
　埼玉県教育指導向上推進教員養成研修におい
て，科学の甲子園事業を通して研修したことを
活かし，工業教育の発展のために尽力し，貢献
できるようさらに研鑽に努めていく所存である。
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